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図書館だより 大聖寺高校図書委員会発行 

令和３年 9 月号 

読書の秋 

新着図書よりおすすめの本 
 新着図書からおすすめの本 

『女の子が生きていくときに、覚えてほしい 

こと』西原理恵子 

『毎日かあさん』などで人気の漫画家のエッ

セイ。子育てがひと段落ついたところの著者

からの、女の子たちへのメッセージ。「王子様

を待たないで。お寿司も指輪も自分で買お

う」経験にもとづく熱いメッセージに涙がに

じみます。 

『表参道のセレブ犬とカバーニャ要塞の野良犬』

若林正恭 

オードリーの若林さんの旅エッセイ。航空券予約

サイトで見つけたたった 1 席の空席がきっかけ

でひとり向かった先、そこはキューバ。芸人さん

ならではの観察眼と語りが、ただの感動旅エッセ

イで終わっておらず面白い。 

『犬が来る病院』大塚敦子 

聖路加国際病院は、日本で初めて小児病棟に

セラピー犬の訪問を受け入れた医療機関。著

者が 3 年半にわたり取材した中で、出会った

四人の忘れがたい子どもたちの生死を通し

て描いた感動のノンフィクション。幼くして

世を去ってしまった子どもたちは短い人生

の最後の日々をどう生きたのか、また、退院

した子どもたちは、小児病棟での日々から自

分の人生に、どのような影響を受け今を生き

ているのか。入院中であっても子どもたちが

豊かな時間を過ごせるよう、数多くのスタッ

フたちで行われる取り組みについて描いた

感動の記録。 

『政略結婚』高殿円 

【金沢城で生まれた私の結婚相手はわずか

生後半年で決まった。】――第一章「てんさい

の君」より 

不思議な縁(えにし)でつながる、三つの時代

を生き抜いた三人の女性たち。聡明さとしな

やかさを兼ね備え、自然体で激動の時代を生

き抜く彼女らを三部構成で描く壮大な大河

小説。大聖寺藩だって出てきますよ！ 

『誰も知らない世界のことわざ』 

エラ・フランシス・サンダース 

「ロバにスポンジケーキ」 

「ウサギになって旅をする」 

「あなたのレバーをいただきます」……?  

世界には、こんなにも風変りで美しい表現

方法がたくさんある。意味はこの本で調べ

てみてね。 

聖高祭「POP コンテスト」結果発表 

たくさんの投票ありがとうございました！ 

１位 

２位 

力作揃いで 

僅差でした 

掲 示 

図書館の利用について 

開館日：月～金の平日 

（土・日・祝日および学校行事がある日は閉館） 

開館時間：８：１５～１８：３０ 

放課後自習のための利用ができます

注意： 17 時以降は学校内から出入りしましょう

（図書館建物の玄関は 17時に閉まります） 

（ 

「星落ちて、なお」  澤田瞳子 

江戸時代の絵師、河鍋暁斎の娘のとよの物

語。暁斎の死によってこれまで河鍋家の中で

辛うじて保たれていた均衡が崩れた。父の影

に翻弄され、明治から大正を駆け抜けた女絵

師の一代記。 

直木賞受賞 

「ヒトコブラクダ層ぜっと 上・下」米澤穂信 

貴金属泥棒で大金を手にした三つ子の前に、ライオンを連れた

謎の女が現れたとき、彼らの運命は急転する。わけもわからず

向かわされた砂漠の地で三つ子が目撃する驚愕の超展開とは？ 

「スマホ脳」   アンデシュ・ハンセン 

スティーブ・ジョブズはなぜわが子にデジタル・デバイスを与

えなかったのか。睡眠障害、うつ、記憶力や集中力、学力の低

下、依存―スマホの便利さに溺れているうちにあなたの脳が

蝕まれていく・・スウェーデン発の世界的ベストセラー。 

 

「どうしても頑張れない人たち 

ケーキの切れない非行少年たち２」  宮口幸治 

「どうしても頑張れない人たち」。彼らはサボっているわけでは

ない。頑張り方がわからず、苦しんでいるのだ。困っている人

たちを適切な支援につなげるための知識とメソッドを児童精神

科医が説く。 

 

「黒牢城」  米澤穂信 

「おぬしならばこの曲事を解ける」本能寺の

変より四年前、天正六年の冬。織田信長に叛

旗を翻して有岡城に立て籠った荒木村重は、

城内で起きる難事件に翻弄される。動揺する

人心を落ち着かせるため、村重は、土牢の囚

人にして織田方の軍師・黒田官兵衛に謎を解

くよう求めた。事件の裏には何が潜むのか。 

第 165回 芥川賞・直木賞 

芥川賞 

石沢麻依「貝に続く場所にて」 

李琴峰「彼岸花が咲く島」 

直木賞 

佐藤究「テスカトリポカ」 

澤田瞳子「星落ちて、なお」 

★芥川賞の 2作はこれから入る予定です 

芥川賞・直木賞ってなに？ 

芥川賞・直木賞ともに 1年に 2回、1月と 7月に発表される文学賞です。 

この 2つの賞は「文藝春秋」創設者の菊池寛によってつくられました。 

菊池寛の友人の芥川龍之介と直木三十五(なおきさんじゅうご)の功績を称え、 

そのまま二人の名が賞の名前となりました。 

芥川賞は新人、直木賞は中堅からベテランの作家が選出されるといわれています。 

菊池さん 

芥川さん 

直木さん 

感染症対策 

ご協力を 
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